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NetReaderNeoは、インターネットのトレンドに対応できるよう常に最新のブラウザを提

供することを目的に、chromiumをベースとした音声で読み上げるブラウザです。 
視力に合わせて画面を拡大表示することもでき、弱視のかたにも使いやすく工夫された

ソフトになっています。 
アクセシビリティのチェックブラウザとしてもご利用いただけます。 

 

セットアップ 

 

 NetReaderNeoの起動と終了 

 

 NetReaderNeoの画面説明 

 

 NetReaderNeoの操作 

 

お気に入りからページを開く 

 

URLを指定して開く、ファイルから開く 
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NetReaderNeoは、PC-TalkerNeo Plus のインストールで、同時におこなわれます。 

再セットアップ等が必要な場合は、MySupport からおこなってください。 

Web版 セットアップ手順 

① パソコンの電源を入れ、Windowsを起動します。 

② F12で、AOKメニューを、起動します。 

③ 上下で、Mysupport に、移動して  を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セットアップ 

3-1 上下で、ツールに、移動して  を押します。 

3-2 上下で、製品のインストールと更新に、移動して  を押します。 

3-3 上下で、Web版のインストールに、移動して  を押します。 

3-4 上下で、PC-TalkerNeoパッケージに、移動して  を押します。 

3-5 上下で、NetReaderNeoに、移動して  を押します。 



 3 

 

④ 画面が暗くなり警告音が鳴り、「ユーザーアカウント制御」のダイアログが出ます。 

「はい(Y)」にマウスカーソルを合わせ、左

クリックします。 

または、 Ａｌｔ  ＋  Ｙ  

 

 

 

 

 

 

⑤ 使用許諾所に同意して、「はい」で、  を押します。 

⑥ セットアップ完了のメッセージを確認して、   を押します。 

⑦ セットアップ完了後環境によりパソコンの電源を入れ直す必要があります。 

メッセージを確認し、「はい」で、   を押しパソコンを再起動します。 

セットアップ終了後または、パソコン再起動後NetReaderNeoがご使用頂けます。 

 

アンインストール（削除） 
NetReaderNeoのアンインストールは、AOK メニューからおこないます。 

 

①F12で、AOKメニューを、起動します。 

②上下で「アクセサリ」に、移動してエンターを押します。 

③上下で「アンインストール」に、移動してエンターを押します。 

④上下で「NetReaderNeoの削除」に、移動してエンターを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリックします。 
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NetReaderNeoの起動と終了について説明します。 

起動 

NetReaderNeoの起動は、ＡＯＫメニューの中から上下キーで選択し起動します。 

または、① スタートメニューから ② NetReaderNeoを上下キーで選択し実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了 

終了は、 Alt  を押し、操作(F)で上下矢印キーを押し,ネットリーダーの終了(X)まで移動して を押して終

了します。 

または、 Alt  ＋  F4  、点字では、  め ＋ Spaceで終了します。 

 

 

 

 

① 

② 

NetReaderNeoの起動と終了 

上下矢印キーで移動して  で終了 
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NetReaderNeoの画面について説明します。 

画面構成は、基本的には「グラフィック画面」のみです。 

 

NetReaderの画面について説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 戻る、進む、更新、アドレスバー、ホームの操作は、マウス操作になります。 

※ テキスト情報画面部分は、カーソル位置の項目を見やすく表示いたします。 

※ アドレスバーでは、URLの表示及び、検索語入力域になります。 

NetReaderNeo画面説明 

プルダウンメニュー 
アドレスバー 

テキスト情報画面 

グラフィック画面 

戻る 進む 更新 
ホーム 
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画面の拡大・縮小 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大表示から、100%表示に戻す  Ctrl + 0 

 

拡大 100% 

拡大 200% 

拡大 500% 

画面の拡大率を上げる 

Alt + PageDown 

Ctrl + ＋ 

画面の拡大率を下げる 

Alt + PageUp 

Ctrl + － 
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テキスト情報画面の拡大・縮小 

 Alt  を押し右矢印で、表示(V) で、 ↑   ↓  キーを押し、テキスト情報画面の拡大(O) で、 を押します。  

 ↑   ↓  キーを押し、最も見やすい大きさに設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常 

拡大 4 

拡大 7 
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メニューの拡大 

メニューとダイアログの拡大表示を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Alt  を押し、 

右矢印で「表示(V)」に移動します。 

下矢印で「メニューとダイアログの拡大(D)」に移動し、 を押します。 

上下で拡大率を選択し、 を押します。 

通常 

拡大１ 

拡大２ 
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NetReaderNeoの操作方法について説明します。 

 
NetReaderNeoを初めて起動すると、スタートページを何にするか問い合わせがあります。 

上下で選択し、 で決定します。設定は、後から変更することも可能です。 

※参照：P26 ホームの登録と変更 

 

お気に入りから、ページを開く 

 Alt  を押し、ファイル(F) で、下矢印キーを押し、お気に入りから開く(F) で、 を押します。 

上下で、お気に入り項目を選択し、 を押しページを

開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Alt  を押し、右矢印で、お気に入り(A) に

移動します。 

下矢印キーを押し、開きたいページを選択

し、 を押します。 

※ P12「開いたページの内容を確認」を、

参照ください。 

 

 

 

NetReaderNeoの操作 

ページが開くと、カーソル位置の

語句の読み上げがあります。 
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URLを指定して開く、ファイルを開く 

 Alt  キーを押し、ファイル(F) で、下矢印キーを押し、開く(O) で、 を押します。 

アドレス、ファイルの場所の入力画面が開きます。 

※ URLの英字は、すべて小文字で入力してください。 

 

 

 

 

 

文字入力し、 を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ P12「開いたページの内容を確認」を、参照ください。 

ページが開くと、カーソル位置の語句の

読み上げがあります。 

ファイルの参照 

ファイル名を入力または、ファイルを選択

します。 
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ページを探して開く 
インターネットより、ある情報を見つけ出そうとしたとき、何十億ものウェブページを１つ１つ確認するの

は、不可能なことです。幸いなことに、検索エンジンが、この不可能を可能にしてくれます。 
検索エンジンにキーワード（検索したい単語や語句）を指定すると、検索エンジンが、何十億ものウェブペ

ージの中から、最も関連しているページを探し出してくれます。 
現在、よく利用されている検索エンジンには、Google と Yahoo! があります。 

 
ウェブページの検索 

インターネットからページを探すには、ウェブページの検索を実行します。 
ショーカットキー Ctrl + F2 または Ctrl + E  
または、 Alt  を押し、ファイル(F) で、下矢印キーを押し、ウェブページの検索(W) で、 を押します。 
 

 
 
 
 
 
 

① キーワードを入力します。 
  または、上下キーで、入力履歴からアドレスを選択します。 
  上下キーで、選択できない場合は Spaceを押すと選択できます。 
② 検索エンジンの種類を左右で選択します。 

  左右キーで、選択できない場合は Ctrl + Spaceを押すと選択できます。 
③ 次のボタンに移動し  を押します。 

［実行］    ウェブページの検索を実行します。 
［キャンセル］ 中止します。 
［履歴削除]   入力履歴を削除します。 

 
検索を実行すると、検索結果のページが開きます。 

検索結果のページには、キーワードに関連

したページのタイトルと概要が表示されて

います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ P12「開いたページの内容を確認」を、参照ください。 

 
 
 
 

 

検索語「高知システム開発」 

検索エンジン「Google 日本語」 

注 意

検索エンジンの種類 

ウェブページの検索は、高知システム開発のウェブサイトを中継し、各検索エンジンからの検索結果を、

単純なレイアウトに校正しネットリーダーに返しています。その為、検索エンジンの種類には限りがあ

ると共に、今後、この検索エンジンの種類に変更がある可能性があります。 

検索エンジン  2020.2.27現在 

Google 日本語 

Google Web全体 

Yahoo! 日本語 

Yahoo! Web全体 
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開いたページの内容を確認する 
カーソルキーを使って開いたページの内容を確認します。 
なお、説明は、2020 年2 月現在の高知システム開発のホームページの内容より行いました。 
左右キーは、文節、上下キーは段落で読み上げます。 
 
① 右矢印キーを押してください。 

次の語句にカーソルが進み『台風により被災された皆さまへ』と読み上げます。 
 

② 左矢印キーを押してください。 
前の語句にカーソルが戻り『高知システム開発』と読み上げます。 
 

カーソルキーでは、文節、段落で移動しながらページの内容を確認することができます。 

 

知りたいページを開く 
開いたページから、次に知りたいページを開きます。 

 
① 引き続き、ページの先頭の『TOP』から、下矢印キーを数回押してください。 

『1 新着情報（何年何月何日）』と少し変わった音程で読み上げがあります。 
ここには、リンクと呼ばれる情報が埋め込まれていて、１ 新着情報という次のページを開くことができ

ます。 
 
②  キーを押し 次のページを開きます。 

ページが開くと『1 』と音声ガイドがあり、新着情報のページが開きました。 
このように、リンクの埋め込まれた文字で、 を押します。 
簡単な操作で次々と別のページを開くことができます。 
少し違った音程で読み上げがあれば、リンクが埋め込まれているので、ここから次のページを開くことが

できる、と覚えてください。 
リンクの埋め込まれた文字を追いかけるように移動する便利なコマンドが用意されています。 
 次のリンクに移動 Tab 

 前のリンクに移動 Shift + Tab 

リンクについての詳しい説明は、マニュアル《ページの操作 初級 - リンクの操作》を参照してください。 
 
最後に、次のコマンドもお試しください。 
 前のページに戻る            Back Space または Alt + ← 

 カーソル位置からページの内容の読み上げ Alt + F10 または 右Shift 

 この読み上げの停止           Escape または 右Shift 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒント
オンラインマニュアル「ページの操作 初級」で、NetReaderNeoの基本操作がわかります。 

検索キーワード入力 
キーワードには、複数の語句を入力することをお勧めします。例えば、旅行に出掛けようとしている

のなら、「旅行」だけではなく「四国 旅行」と入力します。「四国 温泉 ホテル」のように組み合わせ

ると、さらに検索結果が絞り込まれます。語句と語句は必ずスペースで区切るように入力してくださ

い。 
また、「四国 ホテル」ではなく「高知市 おすすめ ホテル」の方が、よりよい検索結果が得られる可

能性が高くなります。 
詳しくは、各検索エンジンのウェブサイトでご確認ください。特有の入力規則などと共に説明されて

います。 



 13

フォームの操作 
フォームとは、入力や選択したデータをホームページ側に送り返す手段です。 

フォームは、タイプごとに異なる数種類のコントロールからなり、ページ内に配置されています。 

 

エディット 

文字を入力するコントロールです。 

１行に入力します。２行以上の入力はできません。 

文字の入力画面では、オートコンプリート機能が利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カーソルを合わせ  

※オートコンプリート機能 

オートコンプリートとは、入力を補助する機能で、以前に入力した文字の中から、今回、入力しそうな文

字の候補が一覧に表示される機能です。この一覧から文字を選択して入力できます。 

利用方法 

① 文字の入力画面で、入力しようとする文字をある程度入力してください。 

  （１文字以上の入力を行わないと、この機能は利用できません。） 

② ↓を押すと候補の一覧が表示されます。 

③ ↓↑で入力する文字を選択して次のキーを押します。 

  決定      

  キャンセル Escape    候補の一覧は閉じ、オートコンプリートは終了します。 
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ボタン 

他のコントロールへの入力や選択を確定するコントロールです。 

コントロール名は ボタン名に続き 

『プッシュボタン 確認』 

ボタンを実行するには   を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 説明には、Google  http://www.google.co.jp/ (2020 年2 月27 日現在) のページを、利用しています。 

カーソルを合わせ  
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コンボボックス 

用意された項目を選択するコントロールです。 

項目は一覧から選択します。 

 

 

 

 

 

 

開いた一覧の項目を選択するには 

 ↓↑ または Space 

決定して一覧を閉じるには、 

キャンセルして一覧を閉じるには、Escape 

 

 

ラジオボタン 

用意された項目を選択するコントロールです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックボックス 

「はい」「いいえ」の意思表示をするコントロールです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 説明には、ジョルダン http://www.jorudan.co.jp/  (2020 年2 月27 日現在) のページを、利用しています。 

※２ 説明には、Googleカレンダー  http://www.google.co.jp/ (2020年2月27日現在) のページを、利用しています。 

チェックの付け外しは、 

 または Space です。 

※１ 

※１ 

カーソルを合わせ  または、Space 

←→で、出発、到着等に移動し、 

 または Space を押すと、チェックが付き元のチェックが外れます。 

※２ 
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複数行エディット 

文字を入力するコントロールです。 

２行以上の入力が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パスワードエディット 

パスワードを入力するコントロールです。 

パスワード専用のコントロールであり、入力した文字は 全て * で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 説明には、Googleカレンダー  http://www.google.co.jp/ (2020年2月27日現在) のページを、利用しています。 

※２ 説明には、Googleログイン  http://www.google.co.jp/ (2020 年2 月27 日現在) のページを、利用しています。 

 

カーソルを合わせ  

カーソルを合わせ  

※２ 

文字を入力します。 を押すと改行の入力になります。 

 入力を決定し画面を閉じるにはTabを押し『OK』で  

 入力をキャンセルし 画面を閉じるには Escape 

※１ 
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ページプロパティ 
開いているページの情報が確認できます。 

Alt + K [拡張メニュー - ページプロパティ] 

表示された画面では、 

Tabを押して 各項目を読み上げます。 

終了するには Escape または [閉じる]ボタンを押します。 
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メディア再生 
YouTube などの動画や音声を配信するサイトでは、ページ上にマルチメディアリソースを オブジェクトとし

て埋め込み、再生を実現しています。埋め込まれたメディアはプレーヤーとして表示され、それを操作しま

す。ただ、こういったメディアのプレーヤーは、基本的にマウスで操作することが前提となっています。 

ネットリーダーではこういったプレーヤーを、簡単なコマンドで操作することができます。 

 

ページ上のメディア再生 

YouTubeの場合を例にして説明します 

① 検索結果ページなどから、動画の個別ページを開きます。ページを開くと、動画の再生が自動的に開始さ

れると思います。 

※まれに再生されない場合がありますが、その場合はページの更新をおこなってみてください。 

②･ページの中の『動画プレーヤー』と読み上げる位置へカーソルを移動させてください。ページを開けば、

カーソルが自動的に移動するようになっていますが、もし移動しない場合は移動させてください。 

③･カーソルを移動させたら、プレーヤーを操作するショートカットキーを使用できます。例えば Enter を押

してみます。動画の再生が一時停止されると思います。もう一度押すと再生が再開されます。 

 

再生/一時停止         Space または Enter 

再生位置を進める      → 

再生位置を戻す        ← 

再生位置を先頭に戻す  Home 

音量を上げる          Ctrl + ↑ 

音量を下げる          Ctrl + ↓ 

 

以下のプレイヤーに対応しています。 

 

・HTML5の動画、音声プレイヤー 
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NetReaderNeoのオプション設定について説明します。 

閲覧オプション 

 Alt  を押し、 

右矢印で「環境(C)」に移動します。 

下矢印で「閲覧オプション(E)」に移動し

を押します。 

 

履歴に残す日数 

閲覧したページの履歴を残す有効期限を

０から９９日までで指定します。 

 

説明文のない画像 

移動する 

画像に移動します。 
レイアウト用の画像なら移動しない 

ページのレイアウトのためにだけに使用

されていると思われる画像には移動しま

せん。 
移動しない 

説明文のない画像には移動しません。 
操作 

ポップアップウィンドウは開かない 

ページによっては、広告など別ページを別のNetReaderNeoで自動的に開こうとするものがあります。 
自動的に開かれる画面をポップアップウィンドウと呼びます。 
チェックを付けると、ポップアップウィンドウを開きません。 
チェックをはずした場合は、ポップアップウィンドウを自動的に開きます。 

マウスカーソルを追従させる 

カーソル移動に合わせてマウスカーソルも移動します。 
 

エディットボックスへの入力方法 

ネットリーダー方式 

または、 F2 キーを押して、入力画面から文字を入力する方法です。 
PC-Talker 方式 

エディットボックスに移動し、直接文字を入力します。 
 

PDFの開き方 

変換する 

ネットリーダー自身が PDFファイルに書かれてある本文を読み込みます。 
読み込んだ本文は、通常のホームページを開いたように表示され同じ操作が可能です 

直接開く 

PDFファイルの読み込みを ブラウザエンジンに任せます。 

操作は通常のホームページと同じですが、PDF の操作コントロールに移動したり、テキストのない PDF

は操作ができません。 
 

オプション設定 
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読み上げオプション 

 Alt  を押し、 

右矢印で「環境(C)」に移動します。 

下矢印で「読み上げオプション(R)」に移動し を

押します。 

 

開いたページの読み上げ 

開くと同時にページの内容を読み上げる 

チェックあり、ページの表示が完了したと同

時に読み上げを開始します。 
チェックなし、読み上げません。 

開くと同時にページのタイトルを読み上げる 

チェックあり、ページの表示が完了したと同

時にタイトルをみ上げます。 
チェックなし、読み上げません。 

開くと同時にフレーム数を読み上げる 

チェックあり、ページの表示が完了したと同

時にフレーム数をみ上げます。 
チェックなし、読み上げません。 

なめらか読みの読み方 

ルビはふりがなで読み上げる 

チェックを付けると、漢字に付けられているルビで読み上げます。 
チェックをはずした場合は、PC-Talkerの読み上げになります。 

表の開始と終了を読み上げる 

チェックを付けると、カーソルが表に移動したとき、表の外に移動するときに音声ガイドを行います。 
リストに移動したことを読み上げる 

チェックを付けると、カーソルが箇条書きリストや、順序リストに移動したときに音声ガイドを行いま

す。 
領域に移動したことを読み上げる（WAI-ARIA・HTML5 ランドマーク） 

ページによっては、メイン領域や記事領域といった領域を設定している場合があります。 
チェックを付けると、設定された領域に移動したときに音声ガイドを行います。 

矢印キーで全文読みを停止する 

チェックを付けると、全文読み中に矢印キーを押すと読みを停止します。 
チェックをはずした場合は、全文読み中の矢印キー操作を行うことができます。 

識別音の種類 

フォームの識別音 

フォームに移動した時の処理を、設定します。 
見出の識別音 

見出しに移動した時の処理を、設定します。 
画像の識別音 

画像に移動した時の処理を、設定します。 
なし    識別音はありません。 

音程の変化 フォームは 通常の音程より低音で読み上げます。 

      見出しは  通常の音程より高音で読み上げます。 

      画像は   通常の音程より低音で読み上げます。 

サウンド  読み上げと共に専用サウンドを鳴らします。 
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読書読みをする 

読書に適した設定で読み上げる機能です。 
読書読みの設定はPC-Talker の［読書音声の設定］より行う事が出来ます。 

 
カーソル移動時の読み方 

カーソル移動時フォームでは操作キーをガイドする 

チェックを付けると、フォームのコントロールにカーソルが移動した時、そのコントロールへの入力

や選択の操作に使用するキーを音声ガイドします。 
チェックをはずした場合は音声ガイドしません。 

表のカーソル移動時 見出しを読み上げる 

チェックを付けると、テーブルモードがオンの場合、表の行や列を移動したすると、設定されている

見出しを読み上げます。 
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表示オプション 
見やすい、画面表示色に設定します。 

 Alt  を押し 

右矢印で「環境(C)」に移動します。 

下矢印で「表示オプション(V)」に移動し を押しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラウザ画面の表示色 

ブラウザ画面の色を 次の中から指定します。 
〈標準〉ページに設定されている色を使用します。 
〈反転〉ページに設定されている色を反転して表示します。 

 
テキスト画面の表示色 

テキスト画面の色を 次の中から設定します。 
 〈Windows標準〉Windowsの標準色を使用します 

 〈白黒〉       背景は白、  文字は黒 

 〈白黒反転〉   背景は黒、  文字は白 

 〈黒黄〉       背景は黒、  文字は黄色 

 〈黒黄反転〉   背景は黄色、文字は黒 

 〈黒緑〉       背景は黒、  文字は緑 

 〈黒緑反転〉   背景は緑、  文字は黒 

 〈青黄〉       背景は青、  文字は黄色 

 〈青黄反転〉   背景は黄色、文字は青 

 
 

拡大ダイアログの操作中は 視点を固定できるように表示する 

チェックを付けると、視点を固定します。チェックをはずした場合は視点を固定しません。 
 

タブの右側に閉じるボタンを表示する 

チェックを付けると、タブの横に閉じるボタンを表示します。 
閉じるボタンを押すと、タブを閉じます。 

 
 

確認画面や、メニュー拡大時の色

を指定します。 

メニューとダイアログの色 

メニュー操作中の 選択項目の色と、ダイアログ画面

の文字入力域や 一覧の色を次の中から指定します。 
〈Windows標準〉Windowsの標準色を使用します 

〈白黒〉       背景は白、  文字は黒 

〈白黒反転〉   背景は黒、  文字は白 

〈黒黄〉       背景は黒、  文字は黄色 

〈黒黄反転〉   背景は黄色、文字は黒 

〈黒緑〉       背景は黒、  文字は緑 

〈黒緑反転〉   背景は緑、  文字は黒 

〈青黄〉       背景は青、  文字は黄色 

〈青黄反転〉   背景は黄色、文字は青 
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起動オプション 
NetReaderNeo を起動したときにクラシックモード、ネオモード、どちらのモードで起動するのか指定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ネットリーダーの起動モード 

ネオモードで起動する 

新しく開発されたchromium ベースの新ブラウザを起動します。 
クラシックモードで起動する 

NetReaderⅡと同じ Internet Explorer をベースとして開発されたテキストブラウザを起動します。 
 

設定 

ネットリーダーを標準ブラウザに設定する 

ネットリーダーを、Windows の標準ブラウザにできます。 
標準ブラウザにすると、Windows や他のソフトからURL やHtml を開いた際、ネットリーダーが起動し

て開くようになります。 
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ホームの登録と変更 
NetReaerNeoのホームとして、表示する項目を設定します。 

ホームを開くには、Alt + Homeで開きます。 

 Alt  を押し 
右矢印で「環境(C)」に移動します。 

下矢印で「ホームの登録と変更(H)」に移動

し を押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホームの種類 

クイックアクセスページ 

クイックアクセスページをホームにします。 
お気に入りページ 

お気に入りページをホームにします。 
ウェブ検索ページ 

高知システム開発サイトの ウェブ検索ページをホームにします。 
アドレスを入力 

ページのアドレスを直接入力します。 
 

ネットリーダーの起動時にホームを開く 

チェックありで、起動と同時に登録したホームを開きます。 
チェックなしで、何も開いていない状態で起動します。 
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環境のクリーンアップ 
NetReaerNeoの設定情報や閲覧情報などをクリーンアップすることができます。 

 

 Alt  を押し 
右矢印で「環境(C)」に移動します。 

下矢印で「環境のクリーンアップ(C)」に移動し、

 を押します。 

 
環境のクリーンアップ画面が開かれますので、

クリーンアップしたい項目を Tab で選択し、 

で決定します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

キャッシュされたファイルの削除 

ページの閲覧内容はコンピュータ内に保存され、次回に同じページを開く際の高速化に利用されています。 
この保存データをすべて削除します。 

Cookieの削除 

Cookieとは、ページで入力した情報をコンピュータに保存しておく機能です。 
ページを開いたときにユーザー名を自動入力したり、ユーザーに合わせた情報を表示したりするため 
などに使用されます。このCookieデータを削除します。 

すべてのキャッシュファイルを削除 

ブラウザエンジンによって保存された既読リンク情報を含む、すべてのキャッシュファイルを削除します。 
閲覧履歴の削除 

NetReaerNeoで閲覧した、ページの履歴を削除します。 
エディット入力候補の削除 

NetReaerNeoでは、ページ内のエディットの文字入力の履歴を記憶しています。 
その履歴を使用して、エディットでの入力時に入力内容を予想して入力候補を自動的に表示します。 
その履歴を削除します。 

すべてのページマークの削除 

ページ内でしおりのように使用できる、ページマークを全て削除します。 
すべてのページのページマークが削除されますのでご注意ください。 

環境設定の初期化 

閲覧オプション、読み上げオプション、表示オプションなどの設定値を初期化することができます。 
初期化すると、NetReaerNeoのインストール直後と同じ設定値になります。 
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NetReaderNeoのバージョンアップ、バージョン情報の確認方法について説明します。 

 

NetReaderNeoの更新 

NetReaderNeoのバージョンアップは、簡単に行えます。 

 Alt  を押し、右矢印で「ヘルプ(H)」に移動します。 

下矢印で「ネットリーダーを最新版に更新(D)」に移動し、 を押します。 

最新の新しいバージョンが公開されている

と、更新を行うか聞いてきます。 

 で更新します。 

Escapeで中止します。 

 

 

最新版の公開がないときは、「更新の必要はありません」のメッセージが出ます。 

 

 

 

 

 

 

 

バージョン情報 

NetReaderのバージョン情報を確認します。 

 Alt  を押し、右矢印で「ヘルプ(H)」に移動します。 

下矢印で「バージョン情報(A)」に移動し、 を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動アップデート 
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機   能 点字キー フルキー 

カーソル移動 

次の文節   

前の文節   

次の段落    ＋ 無変換  

前の段落    ＋ 無変換  

次の文字へ  Ctrl +  

前の文字へ  Ctrl +  

次の行へ  Ctrl +  

前の行へ  Ctrl +  

段落の先頭へ   せ＋ 無変換 Home 

段落の末尾へ   ら＋ 無変換 End 

ページの先頭へ   と＋ Space Ctrl + Home 

ページの末尾へ   ら＋ Space Ctrl + End 

次の２０の倍数行へ   ね＋ Space Page Down 

前の２０の倍数行へ   は＋ Space Page UP 

次のおまかせ区切り位置へ   ね＋ 無変換 Ctrl + Page Down 

前のおまかせ区切り位置へ   は＋ 無変換 Ctrl + Page UP 

次のリンクへ  Tab 

前のリンクへ  Shift + Tab 

 

ウィンドウ操作 

新しいタブウィンドウを開く  Ctrl + Tか 

現在のタブウィンドウを閉じる  Ctrl + F4 

次のタブウィンドウへ  Ctrl + Tab 

前のタブウィンドウへ  Shift + Ctrl + Tab 

タブウィンドウの一覧   く＋ 無変換 Ctrl + F6 

新しいネットリーダーを開く  Ctrl + N み 

リンクを新しいタブウィンドウで開く  Shift +  

アドレスバーに移動する  Ctrl + Lり 

 

 

NetReaderコマンド一覧 
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機   能 点字キー フルキー 

読み上げ 

カーソル位置から全文読み   お＋ Space Alt + F10 

文頭から全文読み   お＋ 無変換 Alt + F5 

セル内読み  Alt + F7 

段落読み   る＋ Space Alt + F9 

１行読み   わ＋ Space Alt + F8 

カーソル位置を行と列で読み上げ   か＋ Space F9 

ページ名読み上げ   な＋ Space Alt + F1 

カーソル位置の情報読み上げ  Alt + F3 

テーブル セル番号の読み上げ  Shift + F9 

ルビ読みの切り替え  Ctrl + B 

タブウィンドウ一覧の読み上げ  Shift + Ctrl + F6 

表の見出し読み上げ On/Off  Ctrl + F9 
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機   能 点字キー フルキー 

 
ファイル 

クイックアクセス  Ctrl + Q た 

開く  Ctrl + O ら 

ウェブページの検索   け＋ Space Ctrl + F2 

お気に入りから開く    ＋ Space Ctrl + I に 

過去の履歴から開く  Ctrl + H く 

名前を付けて保存   せ＋ Space Ctrl + S と 

印刷   ふ＋ Space Ctrl + P せ 

最新情報に更新   F5 

キャッシュを利用せず 最新に更新  Ctrl + F5 

ページの再スキャン  Shift + F5 

受信の中止    ＋ Space Escape 

ネットリーダーの終了   め＋ Space Alt + F4 
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機   能 点字キー フルキー 

検索・ジャンプ 

ページ内の検索   も＋ Space Ctrl + F は 

次を検索  F3 

前を検索  Shift + F3 

正規表現検索  Shift + Ctrl + F 

ジャンプ   

  次の未読リンク    ＋ Space U な 

 前の未読リンク    ＋ 無変換 Shift + U な 

次の既読リンク   ゆ＋ Space V ひ 

前の既読リンク   ゆ＋ 無変換 Shift + V ひ 

次のリンクのないテキスト   む＋ Space N み 

前のリンクのないテキスト   む＋ 無変換 Shift + N み 

 次のフォーム   こ＋ Space F は 

 前のフォーム   こ＋ 無変換 Shift + F は 

 次のエディット   え＋ Space E い 

 前のエディット   え＋ 無変換 Shift + E い 

 次のプッシュボタン   し＋ Space B こ 

 前のプッシュボタン   し＋ 無変換 Shift + B こ 

 次のラジオボタン    ＋ Space R す 

 前のラジオボタン    ＋ 無変換 Shift + R す 

次のチェックボックス   ち＋ Space X さ 

前のチェックボックス   ち＋ 無変換 Shift + X さ 

次のコンボボックス   う＋ Space C そ 

前のコンボボックス   う＋ 無変換 Shift + C そ 

次のキーワード   き＋ Space W て 

前のキーワード   き＋ 無変換 Shift + W て 

次の行頭日付   ひ＋ Space A ち 

前の行頭日付   ひ＋ 無変換 Shift + A ち 

 次の見出し   み＋ Space H く 

 前の見出し   み＋ 無変換 Shift + H く 

次の見出し番号  フルキー数字 1から6 

前の見出し番号  
Shift +  

フルキー数字 1から6 

 次の箇条書き   り＋ Space L り 

 前の箇条書き   り＋ 無変換 Shift + L り 

 次のテーブル   て＋ Space T か 

 前のテーブル   て＋ 無変換 Shift + T か 

 次のブロック   ろ＋ Space Z つ 

 前のブロック   ろ＋ 無変換 Shift + Z つ 

 次のプレーヤー   れ＋ Space Y ん 

 前のプレーヤー   れ＋ 無変換 Shift + Y ん 
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機   能 点字キー フルキー 

 

全文読みの読み始め位置   よ＋ Space ^へ（べき乗） 

次の画像  G き 

 前の画像  Shift + G き 

 次の段落  P せ 

 前の段落  Shift + P せ 

次の項目  I に 

 前の項目  Shift + I に 

 次のメイン領域(main)  Q た 

 前のメイン領域(main)  Shift + Q た 

 次のランドマーク  D し 

 前のランドマーク  Shift + D し 

 次の記事(article)  O ら 

 前の記事(article)  Shift + O ら 

 次のフレーム  M も 

 次のフレーム  Shift + M も 

スマートナビ   

 次のナビ地点へ  Alt + ↓ 

 前のナビ地点へ  Alt + ↑ 

 

 

編集 

切り取り   ぬ＋ Space Ctrl + Xさ 

コピー   ほ＋ 無変換 Ctrl + Cそ 

追加コピー  Shift + Ctrl + Cそ 

貼り付け   つ＋ 無変換 Ctrl + Vひ 

すべて選択   を＋ 無変換 Ctrl + Aち 

 

表示 

画面の拡大率を上げる  
Alt + Page Down 

Ctrl + ＋ 

画面の拡大率を下げる  
Alt + Page UP 

Ctrl + － 

拡大率100%を設定  Ctrl + 0 
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機   能 点字キー フルキー 

 
ページ操作 

前に戻る    ＋ Space 
Alt +  

Back Space 

次に進む    ＋ Space Alt +  

最近の履歴から戻る  Alt + Back Space 

ホームに戻る   ほ＋ Space Alt + Home 

ページマーク   

 ページマークの設定   へ＋ Space Ctrl + Kの 

 ページマークのクリア   へ＋ 無変換 Shift + Ctrl + K の 

 次のページマークに移動   ま＋ Space Kの 

 前のページマークに移動   ま＋ 無変換 Shift + K の 

お気に入り   

 お気に入りに追加   つ＋ Space Ctrl + D し 

モード切り替え   

 テーブルモード On/Off   い＋ Space Insert 

 フリーカーソルモード On/Off   い＋ 無変換 Shift + Insert 

 Chrome モード On/Off   す＋ Space Ctrl + Insert 

スマートフォン用のページを開く  Ctrl + Rす 

メディアプレーヤーの操作   

再生と一時停止   あ＋ Space  

早送り   

巻き戻し   

再生位置を先頭に戻す   せ＋ 無変換 Home 

音量上げる  Ctrl +  

音量下げる  Ctrl +  

クイックビュー   く＋ Space F4 

 
その他 

オンラインマニュアル  F1 

拡張メニューを開く  
Alt + Kの 

Shift + F10 
 



 33

 

 

NNeettRReeaaddeerr  NNeeoo  
 

 

NetReaderNeoの開発にあたっては、たくさんの方にご意見とご協力いただきました。 

ここに厚くお礼を申し上げます。 
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・ 六点漢字は長谷川貞夫先生が考案された方式です。 

・ Windowsはマイクロソフト社の、商標または登録商標です。 

・ PC-TalkerNeoは、（株）高知システム開発の登録商標です。 

・ NetReaderNeoは、（株）高知システム開発の著作物であり、これにかかる著作権などの権利は、（株）高知システム開発に帰属します。 

・ マニュアルの一部または全部を無断で複写・複製することは固く禁じます。 

・ マニュアルの内容は将来予告なしに変更することがあります。 

・ キーボードの種類によっては点字入力ができない場合があります。 

・ Windows､Internet Explorer、Windows Media Playerは米国マイクロソフト社の登録商標です。 

・ 操作例には、次のページを引用させて頂きました。 

・ YouTubeは、YouTube, LLCが運営する動画共有サービスです。 

・その他、本文中の製品名およびサービス名は、各開発メーカーおよびサービス提供元の商標または登録商標です。 

・Copyright (c) 2008-2014 Marshall A. Greenblatt. Portions Copyright (c) 2006-2009 Google Inc. All rights reserved. 

 Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are 

met: 

    * Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

    * Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer 

 in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

    * Neither the name of Google Inc. nor the name Chromium Embedded Framework nor the names of its contributors may be used to endorse 

 or promote products derived from this software without specific prior written permission. 
 THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT 

 LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT 

 OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 

 LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON 

ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE 

USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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